
＜事例①＞

高齢の父が自宅で介護ベッ

ドを使って寝ている。

父の代わりに私がベッドの

背を起こす昇降ボタンを押

したところ、父が腕を転落

防止柵に差し込んでおり、

ベッドの背と柵の間に腕が

挟まり、怪我を

してしまった。

＜事例②＞

ベットに取り付ける起き上

がり補助器具に衣類の裾が

引っかかって窒息した。
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困ったときの消費者ホットライン「１８８番」ご案内の流れ
※相談窓口につながった時点から、通話料金のご負担が発生します(相談は無料です)

音声案内に従って番号を入力（お住まいの地域を確認するための音声案内が流れます）

お住いの地域の相談窓口

山口県消費生活センター等

分かる ① → 〒○○○－○○○○(7桁)を入力

分からない ② → 地域を選択(固定電話の場合のみ)
〒(郵便番号)が

または

介護ベットの事故に注意！
消費生活

トラブル情報

事故事例

介護を行う人がベッドの

背を動かすときは、介護

を受ける人の手足などが

すき間に挟まれることが

ないかを確認しよう！

組み合わせが適合してい

ない器具を設置すると、

大きなすき間ができて、

挟まってしまう可能性が

あるので要注意！

介護用の器具を

取り付ける場合は、

ぐらつきなどがないか、

動かして確認しよう！

アドバイス

発行:山口県消費生活センター

参考：政府広報オンライン
「ここにご注意！高齢者の製品事故 不注意や誤使用で思わぬ事故に」



〒753-8501 山口県山口市滝町1番1号

山口県消費生活センター

083-924-0999（相談）

083-924-2421（消費者教育）

相談受付時間

［月～金］8:30～17:00
  ※土曜・日曜・祝日・年末年始を除く LINE X（旧Twitter） YouTube

SNSでの情報発信

考えてみよう！お知らせ

1.エシカル消費とはどのような消費？

2.日本の年間の食品ロスの発生量は？

46万トン 460万トン 4,600万トン

計画的な消費 先進的な消費 やさしい消費

1.エシカルには倫理的という意味があり、
エシカル消費とは、
「地産地消」や「手前どり」「食べきり」など、
人や環境・社会に「やさしい消費」のこと！

2.環境省によると令和5年の日本の食品ロスの
発生量は約464万トンです。
多くの方がエシカル消費に取り組むことで、
食品ロスな削減などに繋がり、
よりよい環境・社会が実現します！
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